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(パーキンソン病患者の頭皮脳波から得られた歩行準備中のβ―γ 位相振幅結合はすくみ足の有無で

異なる) 

論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕 

視床下核から得られる局所場電位(Local Field Potential)のベータ律動はパーキンソン病の無動または固縮のバイオ

マーカーとして使用され、現在closed-loop型の脳深部刺激術の刺激指標としてすでに2020年から本邦で導入されてい

る。しかし、その他のパーキンソン病の代表的症状であり、患者の日常生活動作を大きく阻害するすくみ足の特異的

バイオマーカーは不明のままである。近年、頭皮脳波で測定される位相振幅結合 (Phase-Amplitude Coupling: PAC) 

は、脳機能の分析に有望なツールとして浮上しており、感覚運動野から得たPACがすくみ足の出現中に変化するという

報告もある。本研究では、PAC がすくみ足の出現前から変動し、すくみ足を予測し得るバイオマーカーとなるかにつ

いて検討した。 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

パーキンソン病患者11名を対象とし、歩行前の準備期および歩行中の頭皮脳波をポータブル型脳波計を用いて記録し、

同時にすくみ足を含むパーキンソン病の運動機能を評価した。すくみ足の有無で分け、歩行開始前から歩行中のPACの

変化を連続的に計算し、歩行開始前後のPACの変化を比較した。またパーキンソン病の評価尺度（Movement Disorder 

Society-Sponsored Revision of the Unified Parkinson’s Disease Rating Scale: MDS-UPDRS）と姿勢不安定性スコ

ア(Postural Instability and Gait Difficulty score: PIGD score)との相関関係を検討した。 

患者の特徴は、平均年齢59.1±6.9歳、疾患期間13.9±4.1年、男性7名であった。11人の患者を様々な条件下（l-dopa

の内服によるon、off状態や脳深部刺激の有無）で測定した。4回の測定は、アーティファクトのため分析から除外さ

れ、最終的にのべ24回の測定を解析した。 

すくみ足がない測定(n=18)では、C3とC4電極から得たβ-γ PAC は歩行準備中に減少したが (p=0.011、線形混合効果

モデル)、すくみ足がある測定 (n=6) では減少しなかった(p=0.64、線形混合効果モデル)。サポートベクターマシン

を用いた機械学習では、歩行準備中のPACからすくみ足の存在が 71.2% の精度で予測された。逆に、すくみ足がある

測定では、歩行中にPAC が増加し(p=0.0042、線形混合効果モデル)、すくみ足がない群と有意な差があった(p=0.0053、

線形混合効果モデル)。また、歩行開始から20 秒後のPACはMDS-UPDRSとは有意な相関はなかったが、PIGD scoreと正

の相関があった(相関係数=0.406、p=0.032、ピアソンの順位相関)。 

〔総 括(Conclusion)〕 

歩行準備中の感覚運動野から得られるβ-γPACは、すくみ足の出現によって異なり、すくみ足を歩行前から予測でき

る可能性がある。また歩行症状が悪化するにつれて、歩行中の感覚運動野のβ-γPACは徐々に増加した。皮質から得

たPACはパーキンソン病におけるすくみ足のバイオマーカーである可能性があり、将来的には転倒を防ぐための戦略の

開発につながることが期待される。 

 

 

 




